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龍
野
北
高
校
新
聞

～
地
域
と
の
共
生
を
図
り
、
明
る
く
活
力
の
あ
る
学
校
～

ま
ち
を
支
え
る
人
づ
く
り

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
へ
の
道

定
時
制
課
程

４
日
（
土
）
龍
北
工
房

５
日
（
日
）
全
商
商
業
経
済
検
定

７
日
（
火
）
生
徒
体
験
活
動
発
表
会
・
全
校
集
会

９
日
（
木
）
教
育
相
談

11
日
（
土
）
・
12
日
（
日
）
龍
北
工
房
（
町
ぢ
ゅ
う
美
術
館
）

20
日
（
月
）
追
認
考
査

21
日
（
火
）
～
28
日
（
火
）
学
年
末
考
査

25
日
（
土
）
卒
業
式

全

日

制

課

程

２
月
の
行
事
予
定

12

月
19

日

（

月

）

１

校

時
、
本
校
ア
セ
ン
ブ
リ
ホ
ー

ル

に

て

、

特

別

講

演

会

が

行

わ

れ

た

。

講

師

に

は

、

く

ぼ

整

骨

院

院

長

久

保

一

博

様

を

お

招

き

し

た

。

タ

イ

ト

ル

は

「

学

生

よ

大

志

を

抱

け

」

と

い

う

も

の

で

、

元

気

が

出

る

講

演

内

容

に

な

っ

た

。

最

後

に

久

保

様

か

ら

伝

え

ら

れ

た

「

お

大

事

に

」

と

い

う

言

葉

に

は

様

々

な

思

い

が

込
め
ら
れ
て
い
た
。

２

校

時

に

は

令

和

５

年

生

徒

会

執

行

役

員

選

挙

が
行
わ
れ
た
。
会
長
１
名
、

副

会

長

1

名

、

書

記

２

名

の

立

候

補

者

の

演

説

を

全

校

生

徒

で

聞

き

、

そ

の

あ

と

投

票

が

行

わ

れ

た

。

結

果

は

会

長

に

石

橋

生

琉

（

２

年

生

）

、

副

会

長

に

仲

元

煌

河

（

２

年

生

）

、

書

記

に

笹

木

大

地

（

１

年

生
）
、
長
谷
川
弘
（
１
年
）

と

な

っ

た

。

こ

の

４

名

は

１

月

10

日

（

火

）

に

行

わ

れ
た
認
証
式
で
認
証
さ
れ
、

令
和
５
年
の
任
期
が
始
ま
っ

た

。

新

体

制

と

な

っ

た

生

徒

会

執

行

役

員

に

大

き

く

期
待
し
た
い
。

１
日
（
水
）
マ
ラ
ソ
ン
大
会

２
日
（
木
）
マ
ラ
ソ
ン
大
会
予
備
日

４
日
（
土
）
学
習
成
果
発
表
会

６
日
（
月
）
特
別
時
間
割
（
３⊸

６
）

８
日
（
水
）
町
ぢ
ゅ
う
美
術
館
搬
入
（
Ｄ
科
）
２
限
～

10
日
（
金
）
～
12
日
（
日
）
町
ぢ
ゅ
う
美
術
館

11
日
（
土
）
進
研
マ
ー
ク
模
試
（
２
年
四
大
進
学
希
望
者
）

14
日
（
火
）
～
16
日
（
木
）
生
徒
休
業
日

15
日
（
水
）
推
薦
入
試

17
日
（
金
）
２
月
４
日
の
代
休

20
日
（
月
）
合
格
者
発
表

21
日
（
火
）
Ｃ
科
現
場
見
学
（
２
年
）

22
日
（
水
）
学
年
末
考
査
（
３
月
１
日
ま
で
）

24
日
（
金
）
卒
業
式
予
行
・
表
彰
式

25
日
（
土
）
卒
業
式

※
変
更
等
は
Ｈ
Ｐ
・
は
な
ま
る
連
絡
帳
等
で
随
時
連
絡
し
ま
す
。

２
月
の
行
事
予
定

１
月
20
日
（
金
）
、
ア
セ
ン

ブ
リ
ホ
ー
ル
に
て
課
題
研
究
発

表
会
を
実
施
し
た
。
３
年
生
は
、

１
年
間
の
研
究
内
容
の
ま
と
め

と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
高
め
る
こ
と
、
ま
た
、
１
・

２
年
生
は
、
専
門
科
目
へ
の
興

味
・
関
心
と
学
習
意
欲
の
向
上

を
目
的
と
し
て
い
る
。
発
表
内

容
は
、
以
下
の
９
テ
ー
マ
で
あ

る
。「

ロ
ボ
ッ
ト
＆
お
も
ち
ゃ
を

つ
く
ろ
う
～
も
の
づ
く
り
の
楽

し
さ
を
体
験
し
よ
う
～
」
「
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
で
き
る
こ
と
色
々

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
た
～

考
え
な
が
ら
進
め
る
こ
と
の
楽

し
さ
を
得
る
～
」
「
制
御
回
路

工
作
～
エ
レ
ベ
ー
タ
の
製
作
～
」

「
統
計
分
析
と
も
の
づ
く
り
～

統
計
デ
ー
タ
ー
の
分
析
と
レ
ー

ザ
ー
加
工
機
に
よ
る
も
の
づ
く

り
～
」
「
も
の
づ
く
り
～
す
べ

て
自
分
で
つ
く
っ
て
み
よ
う
～
・

マ
イ
コ
ン
カ
ー
に
挑
戦
し
よ
う

２
～
完
走
を
目
指
し
て
～
」

「
電
子
工
作
で
遊
ぼ
う
～
ス
ピ
ー

カ
ー
＆
電
子
時
計
～
」
「
工
業

高
校
史
研
究
～
電
気
工
事
士
試

験
の
変
遷
～
」
「
ゲ
ー
ム
開
発

～
リ
ズ
ム
ゲ
ー
ム
・
Ｒ
Ｐ
Ｇ
・

脱
出
ゲ
ー
ム
～
」

１
月
19
日
（
木
）
、
総
合
デ

ザ
イ
ン
科
の
課
題
研
究
発
表
会

を
行
っ
た
。
「
Ｃ
Ｇ
（
映
像
）
」

「
皮
革
」
「
木
工
」
「
イ
ラ
ス

ト
」
「
陶
芸
」
「
染
織
」

の
６

つ
の
班
に
分
か
れ
て
、
１
年
間

の
研
究
・
作
品
の
制
作
内
容
を

発
表
が
さ
れ
た
。

２
年
生
は
来
年
度
、
ど
の
班

を
選
択
す
る
か
を
決
め
る
た
め
、

先
輩
達
の
発
表
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。
作
品
は
、
２
月
10

日

（
金
）
か
ら
の
３
日
間
、
た
つ

の
市
龍
野
地
区
で
行
わ
れ
る

「
町
ぢ
ゅ
う
美
術
館
」
で
展
示

さ
れ
る
。

１
月
19
日
（
木
）
に
課
題
研
究

発
表
会
が
行
わ
れ
た
。
課
題
研
究

と
は
３
年
生
の
授
業
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。
こ
の
授
業
は
工
業
に
関
す

る
課
題
（
テ
ー
マ
）
を
設
定
し
、

そ
の
課
題
を
解
決
す
る
な
か
で
、

専
門
知
識
や
技
術
を
深
め
た
り
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
協
力
し
て
作
業

を
行
う
中
で
協
調
性
を
育
ん
だ
り
、

そ
し
て
自
分
で
考
え
行
動
す
る
力

を
育
て
る
た
め
の
授
業
で
あ
る
。

今
年
度
の
課
題
研
究
で
は
、

「
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
ベ
イ
班
」
が

測
量
競
技
大
会
出
場
に
向
け
て
努

力
し
た
こ
と
、
「
造
園
現
場
実
習

班
」
が
近
隣
施
設
に
お
い
て
、
自

分
た
ち
の
手
で
憩
い
の
場
を
造
っ

た
こ
と
、
「
設
計
競
技
班
」
が
全

国
の
大
学
が
主
催
し
て
い
る
設
計

競
技
大
会
で
入
賞
し
た
報
告
、

「
地
域
貢
献
班
」
が
近
隣
の
神
社

か
ら
依
頼
を
受
け
、
神
具
製
作
を

行
っ
た
こ
と
、
最
後
に
「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
班
」
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト
カ
ヌ
ー
を
製
作
し
、

大
会
に
出
場
し
た
こ
と
な
ど
が
発

表
さ
れ
た
。
５
つ
の
班
が
、
１
年

間
を
通
し
て
同
じ
テ
ー
マ
で
取
り

組
み
、
そ
の
報
告
を
１
・
２
年
生

と
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
の
前

で
発
表
し
た
。

発
表
内
容
は
、
３
年
生
ら
し
く

堂
々
と
し
た
も
の
で
、
後
輩
た
ち

に
し
っ
か
り
と
研
究
内
容
を
伝
え

て
い
た
。
今
回
は
写
真
を
掲
載
す

る
こ
と
し
か
で
き
な
い
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
収

束
す
れ
ば
、
中
学
生
や
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
み
て
も
ら
い
た
い
と
学

科
長
は
い
う
。


